平成２３年度　政務調査費　先進都市調査報告書
	会派名
	市民ネット・むろらん

	議員名
	佐藤　　潤・水江　一弘・児玉　智明・小田中　稔・立野　浩靖

	調査実施年月日
	平成２４年２月１日（月）

	調査先　自治体名等
	千葉県　柏市　保健福祉部　

	調査項目
	・超党派の議員提案による「命を守る２条例」の制定について
・「柏市がん対策基本条例」・「柏市自殺対策推進条例」について

	調査目的
	　柏市議会では、「命を守る２条例」として「柏市がん対策基本条
例」・「柏市自殺対策推進条例」を超党派議員による議員提案条例と
して上程・成立させたことからその過程と効果、条例の内容につい

て検証すること

	報告内容

実施したこと
	１　視察先（市町村）の概要

　人口：　４００，１８０　人（Ｈ22.9.1現在）　　行政面積：１１４．９０　ｋ㎡
２　視察内容
（１）　議員提案による条例制定の経緯、経過を調査することにより、従来の執行部へのチェック機能だけではなく、分権時代を支える政策提案機能の向上に努め、議員立法として政策提案型条例を制定すること。

（２）　条例制定前後における行政の取組内容と効果等を調査することにより室蘭市における命を守る２条例の必要性を検討すること。

	感想（まとめ）

本市へ生かせること等
	　柏市では、2010年、議長（当時）の働きかけで発足した研究会等において親睦を深めた当選回数1回から3回の若手議員が超党派による政策研究に強い意欲を示したことに始まり、この動きに複数の会派のベテラン議員も賛同、特に市民生活に強い影響を与える医療福祉分野、中でも高齢者の死因第一位である「がん」、若年層の死因第一位である「自殺」に対する政策研究がすすめられた。ワーキンググループを設置し、医療従事者・NPO関係者・遺族等へのヒアリング、市関係部局との意見交換、条例の起草等を行い、2011年3月議会で「がん対策基本条例」、6月議会で「自殺対策推進条例」を議員提案で制定させた。
「命を守る２条例」が理念条例であることから実効性を疑問視する声もあったようであるが、議会からの「政策要望」としての意味合いもあることから条例成立をきっかけとして、庁内に「がん対策委検討会」や自殺対策ワーキンググループが発足、施策の検討体制が強化されるとともに、来年度予算にも反映されるなど、その効果が期待される。
　本市においても、喫緊の課題である「がん」や「自殺」に対する対策を強化するためにも「命を守る２条例」の制定の必要性を感じるとともに、議員個々の政策提言ではなく、議員同士の議論を通じて政策をまとめ上げていくことが、合議体である議会としての役割であり、そのためにも議員の意識改革をはじめ議会改革の必要性を強く感じた視察であった。


